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 White noiseを用いることにより， receptive分eldを

求める方法により，somaにmicroelectrodeを束旺属した

場合にreceptive且eldの差がウグイとカメであるこ孝

が判明したことをうかがいましたが，axo益に刺入した

場合も原理的に可能でしようか，

 応答           （第一生理）橋本 葉子

 一次元時空間受容野は割に簡単に求めることができま

すが，axo夏の受容野は大ぎいので，二次目時空間受容

野はこめ写真法ではぼやけてしまって鮮明な像を得るこ

とは難しい．

 3，W量1son病患者に対するリハビリテーションアプ

ローチの1経験

    （中央リハビリ）○木村 義徳・北目  茂・

             榊  広光・山本 和弘

 はじめに2近年，脊髄小脳変性症，重症筋無力症，パ

ーキンソン氏病などの神経難病に対する医学的治療テク

ノ舜ジーの発展は自ざましいものがあるが，これらの疾

患がいずれも重要な機能障害を合併し，日常生活にハン

ディキャップを負っていることも事実である．今回，我

々が経験したWilson病もその病像の多くが学齢期にあ

ることを考えれば，その教育的，社会的問題点は重要で

あり，単にメディカル・リハビリテーションの一環とし

ての関連のみならず，教育的，社会的なニーズをも考慮

して治療にあたらなけれぽならない．

 症例概要：23歳女性．昭和55年2月より歩行障害が

出現．昭和56年2月右手の硬直，振戦，発語障害が出

現．歩行障害増悪のため階段昇降困難となり，同3月

Willson病と診断され，同5月本学神経内科入院，同9

月当部受診し加療をうけ，昭和57年2月経過良好にて退

院，以後外来フォローとなる．

 リハビリテーション・アプローチ1症例は体幹のジス

トニー，四肢アテトーゼ及びミオクローヌス様の不随意

運動のため共同運動不能の状態で，ADLは自力坐位が

ようやく可能で，Self－Careは全介助であった．治療は

変形ボストン型体幹装具により頚部体幹の正常アライメ

ントの獲得を計り，不随意運動により阻害された異常運

動堺ターンは，固有受容性神経筋促通法により正常運動

パターンの獲得を計った．上記の結果，自力にて家庭内

適応にまで，機能的レ尺ルを獲得でぎた．

 おわりに：もちろんD一ペニシラミソによる薬効は除

外できえないが，二次的機能障害は適切なリハビリテー

ション・サーヴィスにより改善できうることも事実であ

る．．今後の社会的リハビリテーションにも問題は残す

が，持続して外来フォローをしていきたい．

 4．新生児の脂質とくにHDL一コレステロールについ

て

    （成人医学センター）

      ○中井 呈子・松野  堅・赤松 順子・

       山口いつみ・堀江 俊伸・渋谷  実

         ．（第2病院産婦人科）井口登美子

 近年，HDL一コレステロ白ルに関する報告は数多くみ

られるが，新生児のHDレコレステロールに関する文献

は少ない．そこで今回我々は新生児110例の脂質とくに

HDL一コレステロールを測定し検討を加えたので報告す

る．

 対象ならびに方法：第2病院産婦人科で出生した男児

59例，女児51例計110例の新生児について，HDLコレス

テロール，総コレステロール等の血清脂質を測定した．

同時に分娩時の母親の血清脂質も測定した．H肌の分

類はヘパリンーマンガソ法を用い，コレステロールの測

完は酵素法を用いた．

 なお，比較対照として137例の高校生ならびに20～80

歳の健康成人男性649例，健康成人女性362例の脂質を用

いた．

 結果：（D HDLコレステロールは男児で33．7±9．6

mg／dl，女児で40・o±10・9mg／dlであり，女児で有意に

高値を示した．総コレステロール，中性脂肪について

も同様に女児で有意に高値を示した（P〈0．005）．（2）

HDL一コレステロール，総コレステ旨一ルおよび中性脂

肪は母親のそれらと相関は認められなかった． （3）新

生児生下時体重とHDL一コレステロールの相関は認めら

れなかった． （4）新生児のH肌・コレステロールは高

校生ならびに成人と比較し，有意に低値を示した．（5）

新生児の総コレステロールは健康成人の1／2以下で動脈

硬化指数も同様に約1／2で著明な引値を示した．

 考察＝新生児のHDしコレステロール，総コレステロ

ールは高校生，健康成人と比較し著明に二値を示してい

たが，それらが授乳とともに急激に増加するのか漸増す

るものなのか興味が持たれた．

 5．培養甲状腺細胞を用いた甲状腺刺激物質の研究

    （内科2）

      ○磯崎 収・対馬敏夫・鎮目和夫

 目的：TSHをはじめとする各種甲状腺刺激物質の検

定系として最近，甲状腺単層培養系が用いられている．

しかし，甲状腺細胞は濾胞という立体構造を形成し，個

々の細胞は極性を有．している．今回，我々は培養甲状腺
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